
来たるべき動物記によせて

「新・動物記」シリーズは、動物たちに魅せられた若者たちがその

姿を追い求め、工夫と忍耐の末に行動や社会、生態を明らかにして

いくドキュメンタリーです。すでに多くの動物記が書かれ、無数の

読者を魅了してきた今もなお、私たちが新たな動物記を志すのには、

次の理由があります。

私たちは、多くの人が動物研究の最前線を知ることで、人間と他

の生物との共存についてあらためて考える機会となることを願って

います。現在の地球は、さまざまな生物が相互に作用しながら何十

億年もかけてつくりあげたものですが、際限のない人間活動の影響

で無数の生物たちが絶滅の際に追いやられています。一方で、動物

たちは、これまで考えられてきたよりはるかにすぐれた生きていく

術
スキル

をもつこと、また、他の生物と複雑に支え合っていることがわか

ってきています。本シリーズの新たな動物像が、読者の動物との関

わりをいっそう深く楽しいものにし、人間と他の生物との新たな関

係を模索する一助となることを期待しています。

また、本シリーズは研究者自身による探究のドキュメントです。動

物研究の営みは、対象を客観的に知るだけにとどまらない幅広く豊

かなものだということも知ってほしいと願っています。動物を発見

することの困難、観察の長い空白や断念、計画の失敗、孤独、将来

の不安。そのなかで、研究者は現場で人々や動物たちから学び、工

夫を重ね、できる限りのことをして成長していきます。そして、め

ざす動物との偶然のような遭遇や工夫の成果に歓喜し、無駄に思え

た膨大な時間のなかに新しい発見や大胆なアイデアをつかみ取るの

です。こうした動物研究者の豊かなフィールドの経験知、動物を追

い求めるなかで体験した「知の軌跡」を、読者には著者とともにた

どり楽しんでほしいと思っています。

最後に、本シリーズは人間の他者理解の方法にも多くの示唆を与

えると期待しています。人間は他者の存在によって、自己の経験世

界を拡張し、世界には異なる視点と生き方がありうると思い知りま

す。ふだん共にいる人でさえ「他者」の部分をもつと認識すること

が、互いの魅力と尊重のベースになります。動物の研究も、「他者と

しての動物」の生をつぶさに見つめ、自分たちと異なる存在として

理解しようと試みています。そして、なにかを解明できた喜びは、た

だちに新たな謎を浮上させ、さらなる関与を誘うのです。そこで異

文化の人々の世界を描く手法としての「民族誌（エスノグラフィ）」

になぞらえて、この動物記を「動物のエスノグラフィ（Animal 

Ethnography）」と位置づけようと思います。この試みが「人間に

とっての他者＝動物」の理解と共生に向けた、ささやかな、しかし

野心に満ちた一歩となることを願ってやみません。
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